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2025年も残りわずかとなりましたが、いかがお過ごしでしょうか？
激暑だった夏が遠い昔のことのように、すっかりと寒くなってきましたね。

今回は、夏は涼しく、冬は暖かい快適な住まいにとって重要な、

家の断熱についてです。

UA値（外皮平均熱貫流率）とは、家の断熱性能を表す指標で、
外気温と室温に1℃の差があるときに、家全体から逃げる熱量を
外皮面積で割った値です。

数値が小さいほど熱が逃げにくく、省エネで快適ということになります。

2025年からこのUA値の計算が義務化され、住宅選びの新しい基準
として注目されるようになりました。

ただし、数字だけに頼るのは危険です。同じ延床面積で同じUA値でも、
家の形によって実際の熱の出入り量は変わります。たとえば、シンプル

な総二階の家とコの字型の家を比べると、外皮の表面積は1.6倍も違う例が
あります。UA値は「1㎡あたりの熱の逃げやすさ」なので、外皮面積が1.6倍なら、
実際の熱損失も1.6倍に近づくという理屈です。
つまり、数字が同じでも、性能は同じではありません。

光熱費と温熱環境を考えるなら、シンプルな形状と窓の配置が

重要になります。東西にあまりに大きな窓を配置すると、夏は

厳しい直射日光で室温を上げ、冬は冷気の侵入経路になります。

南側は軒を工夫することにより、冬は暖かい日射を取り入れ、

夏は遮ることができます。さらに重要なのが断熱施工の精度です。

図面上では断熱材がびっしりでも、現場で隙間があればそこが

“穴”となり、熱は逃げていきます。

本当に大事なのは、数字だけでなく、「現場で断熱を理解し、丁寧に

施工する会社」を選ぶことです。UA値は家の性能を測る“物差し”ですが、
実際の快適さは、「携わる人の手で」決まるのです。

UA値は絶対ではない？

きれいに断熱材が入っているが、断熱材の
波うちや隙間が直しきれていない。
契約前にぜひどんな工事をする会社か見て
おくべきです。



青木　ひさ志 北川　伸人

やっと暑い日々から解放されたと思いきや、いきなり例年

並みの寒さに突入したようで、早くも暖房のお世話になって

いる今日この頃、みなさまは、いかがお過ごしでしょうか？

寒くなると無意識に肩をすぼめてしまいがちになり、何と

なく肩が凝ると話される方が増えてくるように思います。

私見ですが、夏場は、身体を軽く動かすだけで汗ばみ、自

身の体臭(加齢臭）が不安で、周りのみなさまに不快な思い

をさせないためにも、極力動かないようにしていましたが、

この時期、お風呂に入る30分位前に軽く体操やストレッチを

すると体温が上がり、そのまま入浴することで、湯冷めの軽

減ができ、寒い夜もぐっすり眠れるような気がしています。

また、副産物で以前酷い目にあっていた30肩、40肩が近

年発症せず、50肩は免れたようで大変ありがたいです。

（毎年恒例のギックリ腰は、別なようですが…）

生活の3要素に『衣食住』がありますが、その中でも住を

担っています当社と致しまして

は、常にお家の安心安全、健康、

快適性にこだわり、皆様により良

い住生活をご提供しています。

今まで同様に、どんな小さなお困

りごとでも我慢をせずご相談やお

声掛けを下されば幸いです

皆さま、今年も1年間、

誠にありがとうございました。

♪ げんざい かこ みらい ♪
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年の瀬も近づき、朝晩の冷え込みがいっそう厳しくなって

まいりましたが、皆様におかれましては、お変わりなくお過

ごしでしょうか。

今回は、身近にできる防寒対策を紹介します。

実は部屋の温度を上げなくても、湿度が上がると暖かく感

じるようになります。湿度は体感温度と大きく関係しており、

湿度を上げると暖かさを、下げると涼しさを感じるもので

す。快適な湿度は５０％前後なので、加湿機などを上手に

使うとよいでしょう。

わが家では、冬は洗濯物を部屋干ししています。

カメムシが苦手なわが家は、部屋干しが必須です。

ただし、注意したいのが過加湿。湿度を上げすぎると結露

とカビを促進してしまうので、適切な湿度となるように注意

が必要です。加湿器を利用される場合は、湿度調整付き

加湿機がおすすめです。

今回は、身近にできる防寒対策として

「湿度」をテーマにしましたが、家の定

期的なメンテナンスを行うことにより、

冬も夏も快適に過ごせます。

皆様が安心して快適に生活ができる

様、宮本組はサポートしていきます。

お気軽に相談していただけることを

お待ちしています。

～冬の住まいの快適度～


